
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウィルス感染禍の中、皆さまには各方面に亘りご活躍のこと、

改めて感謝申し上げます。また、日ごろから中田地区社会福祉協議会の活動

には一方ならずご指導、ご協力を頂き心からお礼申し上げます。 

 さて、私は平成 22年から 10年間、務めさせていただきました中田地区社

会福祉協議会会長を令和元

年度をもちまして退任させて頂きます。 

 思い起こせば、10年前、会長に選出して頂いたころは、

この地域における社会福祉協議会の認識度は低くその改

善が仕事の第一歩でした。その対象として、広報「なかだ

社協」を隔月発行し 10年間で 60回発行、また既存の活動

（5項事業）を充実させつつ、「さくらまつり」の模擬店の

出店も、親しまれる社会福祉協議会にすることが目的でし

た。          ■       ■ 

 平成 24年には、中田・しらゆり子育てネットワークで

子育て中のママさん方の要望で、公園での餅つき大会を開

催、今年度で８回目を行いました。平成 27年から 3年間

連続して、泉区役所主催の寸劇フェスティバルには幼児を

連れたママさん約 30 組と出演参加し、地域の子育て支援

活動の中でも思い出深いシーンとなりました。平成 29 年

には A4版 60ページの中田地区社協創立 30周年記念誌の

発行と記念式典を挙行しました。 

 「認知症にやさしい地域づくり」として平成 30、31、令

和元年と 3年続けて講演会を開催し、中田町会館に入りき

れないほど、地域の方にお出でいただきました。令和 2年

度から子育て支援拡大策の一環として、中田地区のこれま

での３公園に加え７つの公園でちびっ子公園遊びを実施

することに漕ぎ着けました。令和元年・2年と、障がい者

施設のご協力で「ナカダカーポコンサート」（障がい者と

ともに楽しむ音楽会）を 2年続けて開催し、障がい者理解

と本格的な音楽家の共演で音楽を楽しんでいただくこと

ができました。 

 私が会長に就任した翌春、東日本大震災発生、Aコープ前に何日も募金活動で立ちました。10年後の本

年、新型コロナウィルス感染症でそれにも増した世界の大厄災の渦中に、こうして退任することは後ろ髪

を引かれる思いです。しかし、私は会長を退任いたしますが、地域における福祉活動から身を引くわけで

はありません。地域づくりは福祉活動が基本かと思います。 

 これからも皆様とともに地域福祉活動に携わって行くことをお約束し、皆様のご活躍とご健康を祈念し

て、退任の挨拶といたします。長い間ありがとうございました。（5月 10日記） 
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～一人ひとりが CO２を減らす努力をし、美しい地球を子どもたちに残そう！～ 

退任に当たって 寄稿 

中田地区社会福祉協議会 

役　職 氏名 自治会・町内会名

会　長 藤本　進 春日自治会

副会長 粟野 清嗣 戸塚苑自治会

〃 吉岡 きみよ 南桜自治会

〃 志村 九二一 広町自治会

事務局長 長谷　繁 南親和会

会　計 山田 のり子 池谷自治会

〃 福田 國光 夏刈場自治会

監　事 井上 昌司 下村町内会

〃 井上 昭男 南よつ葉町内会

中田社協新役員(2020～21) 

子育てネットワークで出場した泉区寸劇フ
ェスティバルの楽屋にて 



 

 

 

 

 

 先月号（６月）のクロスワードパズルで「横山コウ」さんの一項目が入ってい

る。泉区の歴史的人物として欠かせない女性である。１００年ほど前の話であり、

コウさんの名を知る人は少なくなっているが、地元（泉区和泉町）では、様々な

歴史本で紹介されている有名人である。コウさんを一躍有名にしたのは、やはり

長谷川 伸の生母であるという事実であろう。 

 コウさんは文久２年（１８６２年）、鎌倉郡泉村（現在の泉区和泉町）で横山

斧右衛門の三女として生まれている。当時の家族構成は

男４人、女５人の９人家族で村では恵まれた家であっ

た。コウさんが嫁いだ長谷川家の当主秀造は文化８年

（１８１１年）越後國（新潟県）の生まれ。安政６年（１

８５９年）、横浜開港を知ると一家を挙げて横浜に移住。

秀造は大工から棟梁になり一家を成す。弁天通に材木屋

を義弟の「新造」に店を開かせ、自分は建築に土木を加

え請負業を始める。後に日の出町に「駿河屋」という看

板を掲げる。秀造５８歳の時、養女の「れむ」が１５歳

で他界すると、妹夫婦の一人息子「寅之助」を長谷川家

の跡継ぎとした。 

縁あって寅之助と結婚、日出太郎と伸次郎（長谷川伸）をもうける。このころが長谷川家の全盛時代だ

った。後に秀造が道路開削工事に失敗し無一文になり、間もなく病気で亡くなる。寅之助の父・新造も事

業に失敗するなど、不運が重なり家が傾くなか、新造も亡くなると寅之助は自暴自棄となる、そこへ柴田

なつ（後妻）が入ってくるなど、コウさんは身を引き、明治２０年１２月、二人の子供を残し実家の横山家

に帰ってくる。後妻の「柴田なつ」だがその後、長谷川家のために尽くした女性といわれている。 

                              

明治２１年、世話をする人がありコウ再婚へ。神奈川の青木村で貿易商を営

む三谷宗兵衛に嫁ぎ、幸せな人生を歩むことになる。二人の接点として考えら

れるのが、仕事がら生糸を通じて「コウ」の実家と付き合いがあり「コウ」の

人柄にほれ込み、離縁して長谷川家を去ったことを知り後妻に迎えたのではな

いか。これは作家の中野孝次の推論である。三谷家の系譜で分かるように子供

たちはみんな立派に育っている。 

 なお、瞼の母「コウ」と長谷川伸の再会は４７年ぶりに実現している。昭和

８年（１９８３年）、牛込の三谷隆正家で隆信（この時は外務省人事課長）を

交えて悲願の対面であった。このとき「コウ」は７１歳になっていた。奇跡の

対面と言われた。 
 
◎長谷川伸＜小説家、劇作家＞の作品 
「夜もすがら検校」「天正殺人鬼」「瞼の母」「一本刀土俵入り」「雪の渡り鳥」
など。その他、新鷹会や冬夏会などの勉強会を開き後進の指導育成に当たり
山手樹一郎、山岡荘八、村上元三、平岩弓枝など多くの作家を育てた。昭和
３８年６月１１日死去。東京・目黒区、高福院に眠る。 

 ＜参考資料＞ 
『いずみ いまむかし』（泉区小史編集委員会、同地域振興課）平成８年。 
『記録にみる 泉区人物誌』（有馬純律）令和２年。今回の件では有馬先生には横山コウさんに関するエ
ピソードや写真、資料で大へんお世話になり感謝申し上げます。              （宮田貞夫） 

               

 

このチラシの情報をより詳しく知りたい方は、踊場地域ケ
アプラザ 葛西（かさい）まで問い合わせください。 

TEL 801-2114 FAX 801-2923 

「中田白百合地域情報サイト」にて地域の最新の情報や、かわら版バックナンバーなどを調べ
ることができます。www.odoriba-cp.jp へアクセス！！ 

「きょうの話題」   

「瞼の母」長谷川 伸の生母 

「横山コウ」さんについて 

 

晩年の横山コウさん 

◆三谷家の系譜 
    ふさ 
        民子（女子学院院長） 
三谷宗兵衛  要（養女 青柳夫人） 

        隆正（内村鑑三弟子一高教授） 
    コウ  隆信（駐仏大使 昭和天皇侍従長） 
        妙子（文学博士 山谷省吾夫人） 
        田鶴子（東京府知事、日赤社長夫人） 
        隆正（17 歳で死去） 
        登茂子（13 歳で死去） 
        寿貞子（医学博士湯沢健夫人） 

宮本忠直宮司の案内で横山
家を訪問。左から横山庸雄、
中野孝次、有馬純律の 3 氏 

               中田連合自治会の監査、「かわら版」の代表を務めています。この度のウィルス騒ぎ

で踊場ケアプラザも閉館で編集会議は開かれず、全てメールと電話で発行。   前号のクロスワードで

紹介した横山コウさんの晩年の写真など貴重な資料は有馬先生から拝借したものです。三谷家の系譜

と併せてコウさんの人徳を偲んでください。                           (佐々木弘美) 

編集後記 

http://www.odoriba-cp.jp/

